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第
七
章
　
　
二
〇
〇
〇
年
代
の
ロ
シ
ア
文
学
に
描
か
れ
た
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
マ
カ
ー
ニ
ン
『
ア
サ
ン
』
と
サ
ド
ゥ
ラ
エ
フ
『
シ
ャ
リ
急
襲
』
を
中
心
に

岩
本
和
久

一
．
民
族
友
好
か
ら
排
他
主
義
へ

　

ソ
連
末
期
か
ら
チ
ェ
チ
ェ
ン
で
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
分
離
独
立
の
動
き
が
進
ん
だ
。
こ
れ
を
武
力
で
抑
え
つ
け
よ
う
と
し

た
ソ
連
解
体
後
の
ロ
シ
ア
政
府
が
、
一
九
九
四
年
一
二
月
に
チ
ェ
チ
ェ
ン
に
軍
を
送
っ
た
こ
と
を
機
に
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛

争
が
始
ま
っ
た
。

　

チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
は
通
常
、
一
九
九
四
―
九
六
年
の
「
第
一
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
」
と
、
一
九
九
九
―
二
〇
〇
九
年
の

「
第
二
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
」
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
社
会
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ボ
リ
ス
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
大
統

領
だ
っ
た
一
九
九
〇
年
代
と
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
が
大
統
領
や
首
相
の
立
場
に
あ
っ
た
二
〇
〇
〇
年
代
と
で
は
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
世
論
の
在
り
方
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
お
り
、
紛
争
の
「
第
一
次
」
と
「
第
二
次
」
に
つ
い
て
も
こ

の
区
分
を
明
確
に
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

冷
戦
を
終
結
さ
せ
、
ソ
連
を
解
体
に
導
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
九
八
〇
年
代
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
や
グ
ラ
ス
ノ
ス

チ
、
つ
ま
り
言
論
の
自
由
化
や
多
様
性
を
尊
重
す
る
政
策
の
余
韻
が
残
っ
て
い
た
一
九
九
〇
年
代
の
ロ
シ
ア
で
は
、
大

統
領
選
挙
の
際
に
露
骨
な
エ
リ
ツ
ィ
ン
支
持
の
報
道
が
な
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
政
権
や
戦
争
を

批
判
す
る
余
地
が
ま
だ
メ
デ
ィ
ア
に
残
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
テ
レ
ビ
局
「
Ｎ
Ｔ
Ｖ
」
は
そ
う
し
た
批
判
的
な
報

道
で
知
ら
れ
て
い
た
し
、「
ロ
シ
ア
兵
士
の
母
の
委
員
会
」
の
反
戦
デ
モ
が
注
目
さ
れ
た
り
も
し
て
い
た
。
チ
ェ
チ
ェ
ン

へ
の
ロ
シ
ア
軍
の
展
開
を
批
判
し
、
紛
争
の
解
決
に
努
力
し
た
軍
人
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
レ
ベ
ジ
は
高
い
人
気
を
誇
り
、
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一
九
九
六
年
の
大
統
領
選
挙
で
も
約
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
支
持
を
集
め
て
い
た
。

　

一
九
九
九
年
八
月
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
武
装
勢
力
の
ダ
ゲ
ス
タ
ン
へ
の
侵
攻
に
端
を
発
し
た
第
二
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
一
変
し
た
。
紛
争
再
開
直
後
に
首
相
に
就
任
し
た
プ
ー
チ
ン
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
に
対
し
て
強

硬
的
な
姿
勢
を
示
し
、
そ
れ
か
ら
一
年
を
経
ず
に
ロ
シ
ア
の
大
統
領
と
な
っ
た
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
も
と
で
は
国
営
企
業
が
テ
レ
ビ
局
の
経
営
に
あ
た
る
な
ど
、
事
実
上
の
メ
デ
ィ
ア
の
国
有
化
が
進

む
こ
と
に
な
り
、
政
府
批
判
の
声
は
ロ
シ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
で
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
一
九
九
九

年
の
ア
パ
ー
ト
爆
破
事
件
、
二
〇
〇
二
年
の
劇
場
占
拠
事
件
、
二
〇
〇
四
年
の
ベ
ス
ラ
ン
学
校
占
拠
事
件
な
ど
テ
ロ
事
件

が
大
き
く
報
道
さ
れ
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
脅
威
を
人
々
に
強
く
印
象
づ
け
た
。

　

も
っ
と
も
ロ
シ
ア
と
チ
ェ
チ
ェ
ン
と
の
武
力
衝
突
は
、
二
〇
世
紀
の
末
に
突
然
起
こ
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
チ
ェ
チ
ェ
ン
を
含
む
北
コ
ー
カ
サ
ス
へ
の
ロ
シ
ア
帝
国
の
侵
出
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
八
世
紀
の
こ
と
で
あ
り
、

一
八
一
七
年
に
始
ま
っ
た
コ
ー
カ
サ
ス
諸
民
族
と
ロ
シ
ア
帝
国
と
の
戦
争
は
一
八
六
四
年
ま
で
続
い
た
。
そ
の
よ
う
な
時

代
、
ロ
シ
ア
文
学
に
お
い
て
は
「
コ
ー
カ
サ
ス
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
一
ジ
ャ
ン
ル
が
形
成
さ
れ
る
に
至
り
、
ス
ー
ザ
ン
・

レ
イ
ト
ン
『
ロ
シ
ア
文
学
と
帝
国
』（
一
九
九
四
）、
あ
る
い
は
乗
松
亨
平
『
リ
ア
リ
ズ
ム
の
条
件
』（
二
〇
〇
九
）
な

ど
、
こ
の
主
題
に
捧
げ
た
研
究
も
世
界
各
国
に
多
数
存
在
し
て
い
る
。１ 

　

二
〇
世
紀
の
ロ
シ
ア
文
化
に
お
け
る
チ
ェ
チ
ェ
ン
や
コ
ー
カ
サ
ス
の
表
象
に
つ
い
て
だ
が
、
た
と
え
ば
エ
リ
ザ
ヴ
ェ
ー

タ
・
ピ
ャ
ン
ジ
ナ
は
オ
レ
ゴ
ン
大
学
に
提
出
さ
れ
た
修
士
論
文
『
二
〇
世
紀
ロ
シ
ア
文
学
と
映
画
に
お
け
る
コ
ー
カ
サ
ス

諸
民
族
の
表
象
』
に
お
い
て
、
数
百
年
に
及
ぶ
ロ
シ
ア
と
コ
ー
カ
サ
ス
の
接
触
の
歴
史
、
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
文
学
の
伝
統

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ガ
イ
ダ
イ
が
監
督
し
た
ソ
連
の
コ
メ
デ
ィ
ー
映
画
『
コ
ー
カ
サ
ス
の
虜
、
あ
る
い
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は
シ
ュ
ー
リ
ク
の
新
た
な
冒
険
』（
一
九
六
六
）、
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
マ
カ
ー
ニ
ン
の
短
編
小
説
「
コ
ー
カ
サ
ス
の
捕
虜
」

（
一
九
九
五
）、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の
短
編
小
説
「
塔
の
上
の
円
筒
帽
」（
一
九
九
五
）
を
論
じ
て
い
る
。２ 

　

ガ
イ
ダ
イ
は
一
九
六
〇
―
七
〇
年
代
に
か
け
て
ソ
連
で
絶
大
な
人
気
を
博
し
た
監
督
で
、『
コ
ー
カ
サ
ス
の
虜
、
あ
る

い
は
シ
ュ
ー
リ
ク
の
新
た
な
冒
険
』
も
旧
ソ
連
圏
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
映
画
の
タ
イ
ト
ル
は
プ
ー
シ
キ
ン
や

レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
、
ト
ル
ス
ト
イ
が
作
品
名
に
用
い
た
「
コ
ー
カ
サ
ス
の
虜
」
を
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
し
た
も
の
だ
。
コ
ー
カ

サ
ス
に
や
っ
て
き
た
大
学
生
の
シ
ュ
ー
リ
ク
は
女
子
学
生
の
ニ
ー
ナ
と
出
会
い
、
恋
に
落
ち
る
。
し
か
し
、
ニ
ー
ナ
の
伯

父
は
彼
女
を
自
分
の
知
人
と
結
婚
さ
せ
よ
う
と
し
、
彼
女
を
誘
拐
さ
せ
て
し
ま
う
。
映
画
で
は
続
け
て
、
ニ
ー
ナ
を
救
出

し
よ
う
と
す
る
シ
ュ
ー
リ
ク
の
奮
闘
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

過
去
の
ロ
シ
ア
文
学
を
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
し
た
こ
の
映
画
に
つ
い
て
ピ
ャ
ン
ジ
ナ
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
化
の
進
行
を
背
景

に
、
ロ
シ
ア
が
も
は
や
コ
ー
カ
サ
ス
の
征
服
者
や
救
済
者
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
と
指
摘
し
て
い 

る
。３ 

　

第
一
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
の
最
中
、
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
マ
カ
ー
ニ
ン
も
ま
た
ガ
イ
ダ
イ
と
同
様
に
、
古
典
文
学
の
伝
統

的
な
タ
イ
ト
ル
を
も
じ
っ
た
題
を
自
ら
の
短
編
小
説
に
与
え
た
。
こ
の
作
品
は
ロ
シ
ア
人
兵
士
が
捕
虜
の
チ
ェ
チ
ェ
ン
青

年
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
る
と
い
う
同
性
愛
を
思
わ
せ
る
内
容
か
ら
も
、
当
時
の
文
壇
で
話
題
と
な
っ
た
。

　

プ
ー
シ
キ
ン
や
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
が
作
品
の
タ
イ
ト
ル
に
用
い
た
「
虜
」（plennik

）
と
い
う
言
葉
に
は
、「
コ
ー
カ
サ

ス
の
自
然
や
美
に
捕
ら
わ
れ
た
者
」
と
い
う
意
味
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
マ
カ
ー
ニ
ン
の
タ
イ
ト
ル
「
捕
虜
」

（plennyi

）
に
は
そ
れ
が
失
わ
れ
て
い
る
、
と
ピ
ャ
ン
ジ
ナ
は
指
摘
し
、
そ
こ
に
作
家
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
見
よ
う
と
し
て

い
る
。
だ
が
、
マ
カ
ー
ニ
ン
の
作
品
が
ロ
シ
ア
文
学
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
確
か
だ
ろ
う
。
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古
典
的
な
マ
カ
ー
ニ
ン
と
は
異
な
る
、
む
し
ろ
ガ
イ
ダ
イ
の
流
れ
に
連
な
る
手
法
の
作
品
と
し
て
、
ピ
ャ
ン
ジ
ナ
は
次

に
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の
短
編
「
塔
の
上
の
円
筒
帽
」
を
取
り
上
げ
る
。
チ
ェ
チ
ェ
ン
独
立
派
の
指
揮
官
バ
サ
ー
エ
フ
が
モ
ス

ク
ワ
の
ク
レ
ム
リ
ン
を
占
拠
す
る
、
と
い
う
突
飛
な
設
定
の
作
品
だ
。
だ
が
、
モ
ス
ク
ワ
の
著
名
人
た
ち
の
多
く
が
自
発

的
に
バ
サ
ー
エ
フ
の
傘
下
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
、
ク
レ
ム
リ
ン
は
一
種
の
解
放
区
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
。
も

は
や
自
分
が
状
況
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
と
悟
っ
た
バ
サ
ー
エ
フ
は
、
最
終
的
に
ク
レ
ム
リ
ン
を
去
っ
て
い
く
。

　

ピ
ャ
ン
ジ
ナ
に
よ
れ
ば
、
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
は
ガ
イ
ダ
イ
以
上
に
ラ
ジ
カ
ル
な
形
で
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
を
推
し
進
め
て
い

る
。
こ
こ
で
は
征
服
者
と
な
る
の
は
ロ
シ
ア
で
は
な
く
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
な
の
だ
。
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
を
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
な
イ
メ
ー
ジ
で
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
の
肯
定
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
ロ

シ
ア
も
ま
た
諷
刺
化
さ
れ
、
格
下
げ
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

マ
カ
ー
ニ
ン
や
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の
作
品
は
、
ロ
シ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
で
現
在
よ
り
も
自
由
に
発
言
で
き
た
一
九
九
〇
年
代

前
半
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
ロ
シ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
が
変
質
す
る

中
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
の
文
学
的
な
言
説
は
い
か
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
エ
デ
ィ
ス
・
Ｗ
・
ク
ロ

ウ
ズ
は
ロ
シ
ア
文
学
に
お
け
る
帝
国
や
辺
境
の
主
題
を
論
じ
た
『
辺
境
の
ロ
シ
ア
―
―
想
像
さ
れ
た
地
理
と
ソ
連
後
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
に
お
い
て
こ
の
問
題
に
一
章
を
あ
て
、「
諸
民
族
の
友
好
」
と
い
う
ソ
連
期
の
理
念
が
崩
壊
す
る
過

程
を
そ
こ
に
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。４ 

　

ク
ロ
ウ
ズ
も
や
は
り
、
マ
カ
ー
ニ
ン
「
コ
ー
カ
サ
ス
の
捕
虜
」
か
ら
論
を
始
め
て
い
る
。
ク
ロ
ウ
ズ
に
よ
れ
ば
、
マ

カ
ー
ニ
ン
の
作
品
で
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
が
「
女
性
化
」
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
は
強
靭
な
男
性
と
し
て
で

は
な
く
脆
弱
な
存
在
と
し
て
、
犠
牲
者
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
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第
一
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
期
の
チ
ェ
チ
ェ
ン
表
象
と
し
て
ク
ロ
ウ
ズ
が
目
を
向
け
る
も
う
一
つ
の
作
品
は
、
セ
ル
ゲ

イ
・
ボ
ド
ロ
フ
が
監
督
し
た
映
画
『
コ
ー
カ
サ
ス
の
虜
』（
一
九
九
六
）
で
あ
る
。
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
捕
虜
と
な
っ
た
二
人

の
ロ
シ
ア
人
兵
士
を
主
人
公
と
し
た
作
品
だ
が
、
そ
こ
に
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
村
に
対
す
る
共
感
が
見
ら
れ
る
と
ク
ロ
ウ
ズ

は
考
え
て
い
る
。

　
「
諸
民
族
の
友
好
」
理
念
に
も
と
づ
く
こ
う
し
た
言
説
は
、
第
二
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

戦
争
に
つ
い
て
の
情
報
は
軍
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
自
由
な
言
論
も
失
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
Ｆ
Ｓ
Ｂ
（
連

邦
保
安
庁
）
を
相
手
に
孤
軍
奮
闘
し
た
の
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ア
ン
ナ
・
ポ
リ
ト
コ
フ
ス
カ
ヤ
だ
っ
た
が
、
彼
女
も

二
〇
〇
六
年
に
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
の
ロ
シ
ア
を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
、
ク
ロ
ウ
ズ
が
ポ
リ
ト
コ
フ
ス
カ
ヤ
の
次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、

ア
レ
ク
セ
イ
・
バ
ラ
バ
ー
ノ
フ
の
映
画
『
チ
ェ
チ
ェ
ン
・
ウ
ォ
ー
』（
二
〇
〇
二
）
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
プ
ロ
ハ
ー
ノ

フ
の
長
編
小
説
『
ヘ
キ
ソ
ー
ゲ
ン
氏
』（
二
〇
〇
一
）
で
あ
る
。

　
『
チ
ェ
チ
ェ
ン
・
ウ
ォ
ー
』
も
ま
た
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
に
人
質
に
さ
れ
る
ロ
シ
ア
人
の
物
語
だ
。
ロ
シ
ア
人
の
イ
ヴ
ァ

ン
と
英
国
人
の
ジ
ョ
ン
は
身
代
金
を
集
め
る
た
め
に
釈
放
さ
れ
る
が
、
英
国
人
の
女
優
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
人
質
と
し
て

チ
ェ
チ
ェ
ン
に
残
さ
れ
る
。
英
国
の
援
助
を
期
待
で
き
ぬ
イ
ヴ
ァ
ン
と
ジ
ョ
ン
は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
救
出
の
た
め
、
武
器
を

手
に
す
る
こ
と
に
な
る
。５ 

　

こ
の
映
画
で
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
が
二
重
の
意
味
で
「
悪
魔
化
」
さ
れ
て
い
る
と
、
ク
ロ
ウ
ズ
は
指
摘
す
る
。
映
画
の

チ
ェ
チ
ェ
ン
人
は
不
誠
実
で
あ
る
と
同
時
に
、
強
靭
な
存
在
な
の
だ
。
一
方
で
、
映
画
の
中
の
ロ
シ
ア
で
は
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
見
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
共
同
体
も
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
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チ
ェ
チ
ェ
ン
の
人
質
を
救
出
す
る
た
め
に
は
国
家
の
援
助
、
兵
力
が
必
要
だ
が
、『
チ
ェ
チ
ェ
ン
・
ウ
ォ
ー
』
に
救
済

者
と
し
て
登
場
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、
ボ
ド
ロ
フ
『
コ
ー
カ
サ
ス
の
虜
』
の
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
に
登
場
す
る
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
編
隊
飛
行
と
対
照
的
で
あ
る
こ
と
を
、
ク
ロ
ウ
ズ
は
見
逃
さ
な
い
。
ボ
ド
ロ
フ
の
映
画
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
救

済
者
と
し
て
の
意
味
だ
け
で
な
く
残
酷
な
破
壊
者
と
い
う
意
味
を
も
担
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
主
人
公
の
ロ
シ
ア
人
青
年

は
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
村
を
襲
撃
し
な
い
よ
う
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
向
け
て
叫
ぶ
か
ら
だ
。
チ
ェ
チ
ェ
ン
が
「
悪
魔
化
」
さ
れ
る

過
程
で
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
を
救
え
と
い
う
ボ
ド
ロ
フ
の
映
画
に
存
在
し
た
声
は
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

チ
ェ
チ
ェ
ン
を
「
悪
魔
化
」
し
て
い
る
も
う
一
つ
の
作
品
と
し
て
、
ク
ロ
ウ
ズ
が
挙
げ
る
の
が
プ
ロ
ハ
ー
ノ
フ
の
長
編

小
説
『
ヘ
キ
ソ
ー
ゲ
ン
氏
』
で
あ
る
。

　

作
家
プ
ロ
ハ
ー
ノ
フ
は
新
聞
『
ザ
ー
フ
ト
ラ
』（
明
日
）
の
編
集
長
で
も
あ
り
、
民
族
主
義
者
の
論
客
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
だ
が
、『
ヘ
キ
ソ
ー
ゲ
ン
氏
』
は
ア
ド
・
マ
ル
ギ
ネ
ム
と
い
う
前
衛
的
な
文
学
作
品
を
扱
う
出
版
社
か
ら
刊
行

さ
れ
、
ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
賞
に
も
選
ば
れ
た
た
め
、
こ
の
作
品
に
よ
っ
て
プ
ロ
ハ
ー
ノ
フ
は
一
躍
、
時

の
人
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
と
の
戦
い
が
再
燃
す
る
中
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
退
陣
し
、
プ
ー
チ
ン
が
大
統
領
に
な
る
様
を
、
ロ
シ

ア
の
特
務
機
関
の
陰
謀
と
し
て
描
き
出
し
た
小
説
だ
６

。
ク
ロ
ウ
ズ
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
は
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
の
他
者
と

し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
が
前
景
化
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ソ
連
解
体
後
の
ロ
シ
ア
で
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
へ
の
共
感
が
失
わ
れ
て
い
く
過
程
を
ク
ロ
ウ
ズ
は
辿
る
の
だ

が
、
同
時
に
ロ
シ
ア
人
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
「
東
と
西
」
と
い
う
対
立
軸
が
「
南
と
西
」
と
い
う
軸
に
移
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
と
の
間
に
自
ら
を
位
置
づ
け
て
い
た
ロ
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シ
ア
だ
が
、
近
年
は
南
北
問
題
の
南
側
の
国
、
つ
ま
り
資
源
輸
出
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
発
展
途
上
国
に
自
ら
が
転
落
し

て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
と
い
う
不
安
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
が
終
結
し
た
今
、
ク
ロ
ウ
ズ
の
見
立
て
は
ど
こ
ま
で
有
効
な
の
だ
ろ
う
か
？
と
い
う
の

も
、
近
年
の
ロ
シ
ア
で
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
「
悪
魔
化
」
と
は
逆
の
志
向
、
す
な
わ
ち
ソ
連
期
の
「
民
族
友
好
」
理
念
が
顕

在
化
し
て
き
た
よ
う
に
も
見
え
る
か
ら
だ
。

　

た
と
え
ば
、
ニ
キ
ー
タ
・
ミ
ハ
ル
コ
フ
監
督
の
映
画
『
一
二
人
の
怒
れ
る
男
』（
二
〇
〇
七
）。
そ
こ
で
は
チ
ェ
チ
ェ

ン
独
立
派
に
対
す
る
敵
意
と
同
時
に
、「
善
良
な
」
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
に
対
す
る
共
感
が
表
明
さ
れ
、
さ
ら
に
は
そ
う
し
た

チ
ェ
チ
ェ
ン
人
を
庇
護
す
る
役
割
が
ロ
シ
ア
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

　

戦
後
の
チ
ェ
チ
ェ
ン
を
統
治
し
て
い
る
の
は
親
露
と
さ
れ
る
カ
デ
ィ
ロ
フ
政
権
で
あ
り
、
二
〇
一
三
年
に
は
「
第
一

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
と
地
理
学
協
会
が
「
ロ
シ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
一
〇
」
を
人
気
投
票
で
選
定
し
た
際
、
グ
ロ
ー
ズ
ヌ
イ
に
新
造

さ
れ
た
モ
ス
ク
「
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
心
」
を
強
引
に
一
位
に
し
よ
う
と
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。
独
立
派
が
掃
討
さ
れ
た
現

在
、「
民
族
友
好
」
理
念
は
む
し
ろ
権
力
者
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

ク
ロ
ウ
ズ
が
論
じ
た
二
〇
〇
一
―
〇
二
年
よ
り
も
後
の
時
期
、
ロ
シ
ア
文
学
の
中
で
チ
ェ
チ
ェ
ン
を
め
ぐ
る
表
象
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
こ
こ
で
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
の
終
結
前
後
に
発
表
さ
れ
た
二
つ
の
長
編
小
説
、
マ
カ
ー
ニ
ン

『
ア
サ
ン
』
と
ゲ
ル
マ
ン
・
サ
ド
ゥ
ラ
エ
フ
『
シ
ャ
リ
急
襲
』
を
例
に
検
討
し
て
み
た
い
。

二
．
市
場
と
し
て
の
戦
争
―
―
マ
カ
ー
ニ
ン
『
ア
サ
ン
』

　
「
コ
ー
カ
サ
ス
の
捕
虜
」
の
作
者
マ
カ
ー
ニ
ン
は
、
二
〇
〇
八
年
に
長
編
小
説
『
ア
サ
ン
』
を
発
表
し
、
そ
こ
で
再
び
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チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
の
主
題
を
取
り
上
げ
て
み
せ
た
。
こ
の
作
品
は
『
ズ
ナ
ー
ミ
ャ
』（
旗
）
誌
八
―
九
号
に
掲
載
さ
れ
た

後
、
エ
ク
ス
モ
社
か
ら
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
を
代
表
す
る
文
学
賞
の
一
つ
、「
ボ
リ
シ
ャ
ヤ
・
ク
ニ
ー

ガ
」（
大
き
な
本
）
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

マ
カ
ー
ニ
ン
は
現
代
ロ
シ
ア
文
学
を
代
表
す
る
作
家
の
一
人
だ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
の
時
点
で
は
ヴ
ェ
テ
ラ
ン
作

家
と
も
言
っ
て
良
い
立
場
に
あ
る
。
一
九
三
七
年
に
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
州
の
オ
ル
ス
ク
市
に
生
ま
れ
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
を
卒

業
後
、
六
五
年
か
ら
作
家
活
動
に
入
っ
た
。

　

特
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、
九
三
年
に
は
中
編
小
説
『
ラ
シ
ャ
に
覆
わ

れ
、
水
差
し
が
真
ん
中
に
あ
る
テ
ー
ブ
ル
』
で
、
や
は
り
ロ
シ
ア
の
文
学
界
を
代
表
す
る
文
学
賞
で
あ
る
ロ
シ
ア
・
ブ
ッ

カ
ー
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
良
く
知
ら
れ
た
作
品
は
、
都
市
で
困
窮
生
活
を
送
る
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
作
家

の
生
活
を
描
い
た
長
編
小
説
『
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
あ
る
い
は
現
代
の
英
雄
』（
一
九
九
八
）
だ
。

　

七
〇
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
も
盛
ん
な
創
作
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、『
ア
サ
ン
』
の
後
も
一
九
九
〇
年
代
の
ロ
シ
ア
を
舞

台
と
し
た
長
編
小
説
『
二
人
姉
妹
と
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
イ
』（
二
〇
一
一
）
を
発
表
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
『
ア
サ
ン
』
の
舞
台
と
な
る
の
は
、
紛
争
末
期
の
チ
ェ
チ
ェ
ン
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
軍
は
主
要
都
市
を
制
圧
し
て
い
る

が
、
軍
事
衝
突
は
ま
だ
続
い
て
い
る
。

　

小
説
で
描
か
れ
る
の
は
、
主
人
公
の
ジ
ー
リ
ン
少
佐
の
活
動
と
彼
の
周
囲
の
人
々
だ
。
少
佐
は
補
給
さ
れ
る
石
油
を
取

り
扱
っ
て
お
り
、
人
質
解
放
や
資
金
獲
得
の
た
め
に
そ
れ
を
チ
ェ
チ
ェ
ン
側
に
横
流
し
す
る
。

　

彼
は
ロ
シ
ア
人
兵
士
や
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
、
多
く
の
人
質
事
件
と
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
人
質
と
な
っ
た
兵

士
の
母
（「
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
の
聖
母
」
と
綽
名
さ
れ
て
い
る
）
が
戦
地
を
訪
れ
た
り
も
す
る
。
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少
佐
の
周
囲
に
い
る
軍
人
た
ち
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
個
性
の
持
ち
主
が
多
い
。
少
佐
の
も
と
で
働
い
て
い
る
軍
属
の
ル
ス

ラ
ン
は
、
連
邦
政
府
を
憎
む
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
だ
。
指
揮
官
の
バ
ザ
ー
ノ
フ
将
軍
は
本
の
虫
で
、
そ
の
部
屋
は
ロ
シ
ア
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
本
で
図
書
館
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

散
発
的
に
起
こ
る
戦
闘
の
中
で
、
彼
ら
は
死
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
ジ
ー
リ
ン
少
佐
も
最
後
に
は
、
戦
場
で
狙
撃
さ

れ
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
。

　

小
説
の
基
調
を
成
す
の
は
、
や
や
大
仰
で
活
劇
的
な
一
人
称
の
文
体
だ
。
た
と
え
ば
、
ジ
ー
リ
ン
少
佐
の
名
前
は
次
の

よ
う
な
形
で
テ
ク
ス
ト
に
導
入
さ
れ
る
。

　
　
「
チ
ェ
チ
ェ
ン
と
の
平
和
が
確
立
す
れ
ば
い
い
の
だ
が
。
長
い
長
い
平
和
が
…
…
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
だ
っ
て
人
間
だ
。
一

方
、
兵
士
た
ち
は
こ
こ
で
魚
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
山
の
川
に
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
素
晴
ら
し
い
魚
が

い
る
そ
う
だ
。

　

そ
れ
で
も
や
は
り
、
兵
士
皆
に
共
通
し
た
考
え
は
、
戦
争
に
行
く
と
い
う
も
の
だ
。
畜
生
め
！
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
ゆ
っ

く
り
進
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
？
ど
う
で
も
い
い
さ
！
道
を
譲
っ
て
く
れ
よ
！
…
…
ガ
ソ
リ
ン
？
…
…
ジ
ー
リ
ン
少
佐
の
た

め
の
燃
料
だ
っ
て
…
…
そ
の
ジ
ー
リ
ン
っ
て
奴
は
誰
な
ん
だ
？
そ
い
つ
の
こ
と
で
大
騒
ぎ
じ
ゃ
な
い
か
！
…
…
く
そ
く
ら

え
！

　

奴
の
三
台
の
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
だ
？
…
…
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
に
焼
か
れ
て
し
ま
え
！
ど
う
で
も
い
い
が
…
…
う
う
う
！
ど

れ
だ
け
火
が
燃
え
る
こ
と
か
！
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も
う
百
キ
ロ
近
く
走
っ
て
い
る
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
ど
う
で
も
い
い
が
ね
。

　

だ
が
、
燃
料
を
積
ん
だ
車
は
、
ジ
ー
リ
ン
少
佐
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
い
い
も
の
で
は
な
い
。
ジ
ー
リ
ン
少
佐
―
―
そ

れ
は
私
だ
」７ 

　　

少
佐
の
死
後
、
野
に
散
乱
し
た
少
佐
の
金
が
し
ば
ら
く
盗
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
語
る
小
説
の
結
末
部
分
も
、

や
は
り
活
劇
的
で
あ
る
。
マ
カ
ー
ニ
ン
は
映
画
シ
ナ
リ
オ
の
作
成
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
作
家
の
道
に
入
っ
た
と
い
う
が
、
劇

的
な
文
体
の
基
礎
に
は
そ
の
よ
う
な
経
験
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
「
こ
れ
は
全
チ
ェ
チ
ェ
ン
戦
争
を
通
じ
た
何
か
特
別
な
、
唯
一
の
出
来
事
だ
っ
た
。
散
乱
し
た
金
が
丸
三
日
間
、
奪
わ

れ
ず
に
い
た
の
だ
。
三
日
間
と
い
う
の
は
長
い
…
…
と
て
も
長
い
」８ 

　　

短
編
小
説
「
コ
ー
カ
サ
ス
の
捕
虜
」
の
題
や
設
定
が
ロ
シ
ア
文
学
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
、『
ア

サ
ン
』
も
ま
た
文
学
的
伝
統
に
連
な
る
、
い
わ
ば
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
空
間
を
神
話
化
し
よ
う
と
す
る
作
品
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
セ
ル
ゲ
ー
ヴ
ィ
チ
・
ジ
ー
リ
ン
と
い
う
主
人
公
の
姓
名
だ
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・

セ
ル
ゲ
ー
ヴ
ィ
チ
は
詩
人
プ
ー
シ
キ
ン
の
名
と
父
称
で
あ
る
。
一
方
、
ジ
ー
リ
ン
は
ト
ル
ス
ト
イ
『
コ
ー
カ
サ
ス
の
虜
』

の
主
人
公
の
名
だ
。

　

小
説
の
タ
イ
ト
ル
「
ア
サ
ン
」
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
や
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
わ
る
以
前
の
山
岳
民
の
主
神
の
名
だ
と
さ
れ

る
。
手
の
あ
る
巨
大
な
鳥
の
姿
を
し
て
お
り
、
流
血
の
復
讐
を
許
容
す
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
神
の
名
は
小
説
の
中
で
ア
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レ
ク
サ
ン
ド
ル
大
王
と
も
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ジ
ー
リ
ン
少
佐
自
身
が
神
ア
サ
ン
の
具
現
と

み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

だ
が
、『
ア
サ
ン
』
が
他
の
作
品
と
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
文
学
性
で
は
な
い
。
文
学
的
な
伝
統

は
多
く
の
小
説
や
映
画
で
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
そ
こ
で
戦
争
が
交
易
の
場
、
市
場
と
み

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
　
「
彼
は
私
の
こ
と
を
単
純
に
、
泥
棒
と
考
え
て
い
た
。
泥
棒
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
を
奪
う
の
は
罪
で
は
な
い
！
…
…
彼
は
そ

ん
な
ふ
う
に
人
生
を
理
解
し
て
い
た
。
彼
は
そ
ん
な
ふ
う
に
戦
争
を
理
解
し
て
い
た
。
そ
し
て
私
や
私
の
よ
う
な
連
中
が

燃
料
の
割
り
当
て
を
調
整
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ド
ゥ
ラ
フ
キ
ン
大
佐
に
と
っ
て
は
空
疎
な
言
葉
、
も
っ
と
も
空
疎
な
言

葉
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。

　
一
方
で
、
軍
は
規
律
に
よ
っ
て
生
き
ら
れ
な
い
以
上
、
市
場
に
よ
っ
て
生
き
て
い
た
。
市
場
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ン
ク

の
価
格
が
な
け
れ
ば
、
部
隊
は
お
互
い
の
燃
料
を
奪
い
合
っ
た
だ
ろ
う
」９ 

　　

こ
う
し
た
記
述
は
短
編
「
コ
ー
カ
サ
ス
の
捕
虜
」
に
お
い
て
も
や
は
り
、
ロ
シ
ア
軍
と
チ
ェ
チ
ェ
ン
軍
が
武
器
と
食
料

を
交
換
し
合
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

　

交
易
だ
け
で
な
く
、
境
界
を
越
え
る
交
通
も
ま
た
、『
ア
サ
ン
』
の
ユ
ニ
ー
ク
な
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
ジ
ー
リ
ン
少

佐
は
ロ
シ
ア
本
国
の
妻
と
、
電
話
で
頻
繁
に
や
り
取
り
を
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
か
ら
戦
地
へ
突
然
、
少
佐
の
父
が
訪
ね
て

き
た
り
も
す
る
。
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隔
た
っ
た
二
つ
の
世
界
の
間
に
交
通
が
成
立
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
か
ね
て
よ
り
マ
カ
ー
ニ
ン
が
関
心
を
抱
い
て
き

た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
編
小
説
「
抜
け
穴
」（
一
九
九
一
）
は
、
秘
密
の
抜
け
穴
を
用
い
て
地
上
と
地
下

の
二
つ
の
世
界
を
往
還
す
る
男
を
主
人
公
と
し
た
作
品
だ
⓾
。

　

境
界
を
分
か
つ
場
と
し
て
で
は
な
く
、
境
界
を
越
え
る
場
と
し
て
戦
場
を
描
く
こ
と
、
そ
れ
は
ゲ
ル
マ
ン
・
サ
ド
ゥ
ラ

エ
フ
『
シ
ャ
リ
急
襲
』
に
も
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。

三
．
闘
争
へ
の
疑
念
―
―
サ
ド
ゥ
ラ
エ
フ
『
シ
ャ
リ
急
襲
』⓫ 

　
　

ゲ
ル
マ
ン
・
サ
ド
ゥ
ラ
エ
フ
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
出
身
の
作
家
だ
。
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
を
父
、
ロ
シ
ア
人
の
母
と
し
て
、

一
九
七
三
年
に
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
シ
ャ
リ
で
生
ま
れ
て
い
る
。

　

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
の
法
学
部
を
卒
業
後
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
働
い
て
い
た
サ
ド
ゥ
ラ
エ
フ
だ
が
、
二
一

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
作
家
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
四
―
〇
五
年
に
執
筆
さ
れ
た
中
編
小
説
『
一
羽
の
燕
は
春
を
作
ら
ず
』
だ
。

こ
の
テ
ク
ス
ト
は
当
初
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
布
さ
れ
、『
ズ
ナ
ー
ミ
ャ
』（
旗
）
誌
の
二
〇
〇
五
年
一
二
月
号
に
掲
載

さ
れ
た
後
、
翌
〇
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
中
短
編
集
『
俺
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
』
に
収
め
ら
れ
た
。

　

サ
ド
ゥ
ラ
エ
フ
は
近
年
、
政
治
集
会
に
も
盛
ん
に
姿
を
見
せ
て
い
る
が
、
政
治
的
な
立
場
と
し
て
は
共
産
党
員
と
さ
れ

る
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
長
編
小
説
『
シ
ャ
リ
急
襲
』
は
、
二
〇
一
〇
年
の
『
ズ
ナ
ー
ミ
ャ
』
誌
一
―
二
号
に
掲

載
さ
れ
た
後
、
ア
ド
・
マ
ル
ギ
ネ
ム
社
か
ら
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
同
年
の
ロ
シ
ア
・
ブ
ッ
カ
ー
賞
の
最
終
候
補
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作
と
も
な
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
で
は
な
く
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
側
か
ら
、
第
二
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
を
描
い
た
作
品
だ
。

　

こ
の
作
品
の
主
人
公
タ
メ
ル
ラ
ン
は
著
者
の
サ
ド
ゥ
ラ
エ
フ
と
重
な
る
生
い
立
ち
を
持
っ
て
お
り
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
を
故

郷
と
し
な
が
ら
も
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
大
学
で
学
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
そ
の
ま
ま
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

に
残
っ
た
サ
ド
ゥ
ラ
エ
フ
と
は
異
な
り
、
タ
メ
ル
ラ
ン
は
故
郷
の
チ
ェ
チ
ェ
ン
に
戻
り
、
ア
ス
ラ
ン
・
マ
ス
ハ
ー
ド
フ
大

統
領
の
率
い
る
チ
ェ
チ
ェ
ン
・
イ
チ
ケ
リ
ア
共
和
国
の
治
安
機
関
で
働
き
始
め
る
。
第
一
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
後
の
停
戦

期
間
中
の
こ
と
だ
。

　

一
九
九
九
年
に
ロ
シ
ア
軍
が
チ
ェ
チ
ェ
ン
に
再
侵
攻
す
る
と
、
タ
メ
ル
ラ
ン
も
共
和
国
防
衛
の
戦
い
に
参
加
す
る
。
故

郷
の
シ
ャ
リ
を
一
度
は
ロ
シ
ア
軍
か
ら
奪
還
し
た
タ
メ
ル
ラ
ン
だ
が
、
す
ぐ
に
駆
逐
さ
れ
て
し
ま
う
。
苦
し
い
戦
い
を
生

き
延
び
た
彼
は
や
が
て
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
独
立
派
の
資
金
集
め
の
た
め
、
ロ
シ
ア
に
赴
く
よ
う
命
ぜ
ら
れ
る
。

　

二
〇
〇
二
年
に
モ
ス
ク
ワ
で
チ
ェ
チ
ェ
ン
独
立
派
に
よ
る
劇
場
占
拠
事
件
が
起
き
る
と
、
タ
メ
ル
ラ
ン
は
自
ら
の
戦
い

に
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
ロ
シ
ア
を
憎
む
一
方
で
流
血
を
終
わ
ら
せ
た
い
と
願
う
彼
は
、
マ
ス
ハ
ー
ド
フ
の
情
報
を

敵
に
提
供
す
る
。
潜
伏
中
の
マ
ス
ハ
ー
ド
フ
は
結
局
、
ロ
シ
ア
の
特
殊
部
隊
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
る
。
〇
五
年
の
こ
と

だ
。

　

マ
ス
ハ
ー
ド
フ
を
死
に
追
い
や
っ
た
タ
メ
ル
ラ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
へ
の
移
住
を
考
え
る
。
だ
が
、
彼
の
夢
の
中
で
は
飛
行

機
が
爆
発
し
、
死
体
が
地
上
に
降
っ
て
く
る
。

　

ロ
シ
ア
で
は
な
く
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
視
点
に
立
つ
こ
の
小
説
は
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
に
つ
い
て
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
イ

メ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
そ
の
「
悪
魔
化
」
を
揺
る
が
す
貴
重
な
試
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

山
岳
地
域
と
平
野
部
の
住
民
の
違
い
と
い
っ
た
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
内
部
の
多
様
性
も
記
さ
れ
て
い
る
。
近
代
主
義
的
な
タ
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メ
ル
ラ
ン
は
、
国
際
的
に
支
持
さ
れ
な
い
過
激
な
闘
争
に
は
批
判
的
だ
。
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
の
間
に
も
差
異
は
存
在
す
る

し
、
ま
た
独
立
派
や
親
露
政
権
だ
け
が
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

　

主
人
公
の
タ
メ
ル
ラ
ン
も
ま
た
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
代
表
者
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
戦
場
と
ロ
シ
ア
を
行
き
来
す
る
タ

メ
ル
ラ
ン
は
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
に
帰
郷
す
る
と
そ
の
変
貌
ぶ
り
に
驚
く
こ
と
に
な
る
。

　
「
も
し
か
し
た
ら
、
新
し
い
生
活
の
生
ま
れ
る
様
を
私
は
見
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
年
後
に
チ
ェ
チ
ェ
ン
に
戻
っ
た

時
、
私
は
町
や
村
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
崩
壊
は
終
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
新
政
権
は
国
民
の
生
活
を
平
和

な
建
設
の
レ
ー
ル
に
載
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
。
だ
が
、
統
治
だ
け
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
起
っ
て
い
る
こ
と
が

一
人
の
功
績
で
あ
る
と
は
、
私
は
一
度
も
考
え
な
か
っ
た
。
一
人
の
人
間
の
罪
で
あ
る
と
も
。
歴
史
に
お
け
る
個
人
の
役

割
と
は
…
…
そ
う
、
入
学
試
験
に
そ
ん
な
作
文
の
テ
ー
マ
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
？
法
学
部
に
入
る
時
、
レ

フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
の
作
品
を
素
材
に
、
歴
史
に
お
け
る
個
人
の
役
割
に
つ
い
て
私
は
書
い
た
の
だ
」⓬ 

　　

戦
場
や
ロ
シ
ア
に
追
わ
れ
た
タ
メ
ル
ラ
ン
に
と
っ
て
は
、
も
は
や
故
郷
の
チ
ェ
チ
ェ
ン
も
発
見
す
べ
き
異
郷
と
化
し
て

い
る
。
彼
は
越
境
す
る
旅
人
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
『
ア
サ
ン
』
の
ジ
ー
リ
ン
少
佐
と
同
じ
立
場
に
あ
る
の
だ
。

四
．
越
境
の
可
能
性

　

ロ
シ
ア
の
側
か
ら
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
を
描
い
た
マ
カ
ー
ニ
ン
『
ア
サ
ン
』
に
お
い
て
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
が
他
者
で
あ
り
、

チ
ェ
チ
ェ
ン
の
側
に
立
つ
サ
ド
ゥ
ラ
エ
フ
『
シ
ャ
リ
急
襲
』
に
お
い
て
は
ロ
シ
ア
が
他
者
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
は

218 



第七章　二〇〇〇年代のロシア文学に描かれたチェチェン紛争

対
照
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
が
、
い
ず
れ
も
ロ
シ
ア
で
暮
ら
す
ロ
シ
ア
語
作
家
に
よ
る
作
品
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
越
境
」
と
い
う
共
通
す
る
主

題
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

マ
カ
ー
ニ
ン
『
ア
サ
ン
』
の
舞
台
と
な
る
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
前
線
は
、
ロ
シ
ア
本
国
と
は
遠
く
隔
た
っ
た
世
界
だ
が
、
そ

の
二
つ
の
世
界
の
間
に
は
「
抜
け
穴
」
の
よ
う
な
交
通
が
成
立
し
て
い
る
。
戦
場
に
お
い
て
も
ロ
シ
ア
軍
と
チ
ェ
チ
ェ
ン

軍
の
間
に
は
交
易
が
成
立
し
て
お
り
、
戦
場
を
市
場
に
転
化
さ
せ
て
し
ま
う
。

　

チ
ェ
チ
ェ
ン
を
内
側
か
ら
描
い
た
サ
ド
ゥ
ラ
エ
フ
『
シ
ャ
リ
急
襲
』
に
お
い
て
も
、
主
人
公
の
タ
メ
ル
ラ
ン
は
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
と
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
間
を
行
き
来
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
越
境
」
は
ロ
シ
ア
と
チ
ェ
チ
ェ
ン
と
い
う
二
つ
の
世
界
の
間
に
無
数
の
「
抜
け
穴
」
を
開
け
、
境
界
を

曖
昧
な
も
の
に
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
を
「
悪
魔
化
」
し
よ
う
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

言
説
が
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
に
対
す
る
恐
怖
や
自
身
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
す
る
不
安
を
喚
起
し
、
境
界

を
絶
対
化
し
て
し
ま
う
の
と
は
逆
の
動
き
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
に
境
界
線
を
抹
消
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
、
政
治
的
な
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
チ
ェ

チ
ェ
ン
紛
争
が
一
定
の
終
結
を
迎
え
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
モ
ス
ク
が
観
光
地
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
境
界
線
を
抹

消
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
を
ロ
シ
ア
連
邦
の
一
部
と
み
な
し
、
ロ
シ
ア
の
帝
国
主
義
的
拡
張
を
容
認
す
る

と
い
う
、
現
状
肯
定
的
な
態
度
に
も
通
じ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、「
越
境
」
や
交
通
へ
の
注
目
は
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
を
顔
の
見
え
な
い
他
者
と
み
な
し
「
悪
魔
化
」
す
る
動
き

に
抗
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
二
一
世
紀
の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
も
、
文
学
作
品
の
批
判
性
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が
失
わ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

注１ Susan Layton, Russian Literature and Em
pire: Conquest of the Caucasus from

 Pushkin to Tolstoi (Cam
bridge: Cam

bridge 
U

niversity Press, 1994);　

乗
松
亨
平
『
リ
ア
リ
ズ
ム
の
条
件　

ロ
シ
ア
近
現
代
文
学
の
成
立
と
植
民
地
表
象
』
水
声
社
、

二
〇
〇
九
年
。

２ Elizaveta A
natolyevna Pyanzina, Representation of the Peoples of the Caucasus in 20th Century Russian Literature and 

Cinem
atography (A

nn A
rbor: ProQ

uest, 2011).　

マ
カ
ー
ニ
ン
と
ペ
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の
短
編
小
説
に
つ
い
て
は
、
中
村
唯
史
も

論
じ
て
い
る
。
中
村
唯
史
「
線
と
し
て
の
境
界
：
現
代
ロ
シ
ア
の
コ
ー
カ
サ
ス
表
象
」『
山
形
大
学
紀
要　

人
文
科
学
』
一
四

（
四
）、
二
〇
〇
一
年
、
一
四
一
―
一
七
一
（
一
六
八
―
一
三
八
）
頁
。

３ Ibid., p.26.

４ Edith W
. Clow

es, Russia on the Edge: Im
agined G

eographies and Post-Soviet Identity (Ithaca: Cornell U
niversity Press, 

2011), pp.140-163.

５ 

『
チ
ェ
チ
ェ
ン
・
ウ
ォ
ー
』
に
つ
い
て
は
、
乗
松
亨
平
「
真
実
は
人
の
数
だ
け
あ
る
？
―
―
ロ
シ
ア
・
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
の

チ
ェ
チ
ェ
ン
戦
争
」『
ロ
シ
ア
文
化
の
方
舟
』
東
洋
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
二
八
三
―
二
九
〇
頁
も
参
照
。

６ 

『
ヘ
キ
ソ
ー
ゲ
ン
氏
』
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
は
、
拙
著
『
ト
ラ
ウ
マ
の
果
て
の
声
―
―
新
世
紀
の
ロ
シ
ア
文
学
』
群
像

社
、
二
〇
〇
八
年
、
七
三
―
八
七
頁
、
を
参
照
。

７ M
akanin, V. Asain (M

., 2008), p14.

８ Ibid, p.478.

９ Ibid, p.426.

⓾ 

望
月
哲
男
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

⓫ 

こ
の
項
は
、
拙
論
「
ト
ル
ス
ト
イ
没
後
一
〇
〇
年
に
」『
図
書
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
五
日
五
面
、
が
も
と
に
な
っ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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て
い
る
。

⓬ Sadylaev, G
. Shalinskii reid (M

., 2010), pp.292-293.
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―
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―
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